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～ 11/17 大正浪漫タイムウォーカー ～
          　　大正時代のモダンな文化を体感

◇年頭のごあいさつ◇年頭のごあいさつ
◇第36回市町村対抗ふくしま駅伝◇第36回市町村対抗ふくしま駅伝



　11月17日（日）、「第36回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）」が開催されました。今年は県内58市
町村から、７町村連合チーム「希望ふくしま」を含め52チームが出場しました。白河市総合運動公園をスタートし、福島
県庁までの96.3kmをチーム一丸となって走り抜いた結果、矢吹町チームは前回を上回る総合成績11位、町の部では３
位の成績を収めることができました。最後まで力強く走り抜いた選手の皆さん、本当にお疲れ様でした。そして、ご声援
をいただいた皆さま、本当にありがとうございました。
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縮
し
、内
容
を
変
え
て
い
く
事
が

不
可
欠
で
す
。

単
に
緊
縮
財
政
を
行
う
の
で
は

な
く
、知
恵
と
工
夫
で
未
来
へ
の

投
資
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を
最

優
先
に
、Ｄ
Ｘ
等
を
活
用
し
た
利

便
性
と
行
政
効
率
の
向
上
、福
祉
・

教
育
の
充
実
に
努
め
、特
に
次
の

四
つ
の
施
策
に
、果
敢
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
全
て
の
皆
様
の
、生

活
に
欠
か
せ
な
い
、「
足
」と
な
る

矢
吹
町
独
自
の「
公
共
交
通
」で
す
。

従
来
の「
い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」の
運
行
に

対
す
る
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
さ
せ

て
改
善
を
し
た
、新
た
な
事
業
と

し
て
、１
月
か
ら「
Ａ
Ｉ
活
用
型
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」の
実
証
運
行
を

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。「
ご
自
宅

の
庭
先
か
ら
目
的
地
ま
で
」、「
使

い
た
い
時
間
を
希
望
す
れ
ば
Ａ
Ｉ

が
最
短
コ
ー
ス
と
時
間
を
導
き
出

し
て
迎
え
に
行
く
」、高
齢
者
は
も

と
よ
り
、子
ど
も
の
通
学
や
部
活

動
等
の
送
迎
負
担
の
軽
減
に
も
寄

与
す
る
な
ど
、本
町
独
自
の
公
共

交
通
の
確
立
に
向
け
て
、い
よ
い

よ
真
打
ち
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。

　
二
つ
目
は
、「
子
育
て
施
策
」に
つ

い
て
で
す
。将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
、安
心
し
て
健
や
か
に
育

て
る
た
め
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
柔
軟
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、「
子
育
て
世
帯
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
さ
ら
に

力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

例
え
ば
、介
護
現
場
で
は
今
後
、セ

ン
サ
ー
で
の
見
守
り
や
介
護
補
助

ロ
ボ
ッ
ト
等
が
不
可
欠
と
な
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。社
会
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
、デ
ジ
タ
ル
を
上
手
に

活
用
し
な
が
ら「
人
と
人
と
の
接

点
」を
大
切
に
す
る「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
ま
ち
」づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、国
の
大
規
模
事
業
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る「
一
般
国

道
4
号
4
車
線
へ
の
拡
幅
整
備
」、

「
阿
武
隈
川
緊
急
治
水
対
策
の
た

め
の
遊
水
地
整
備
」で
す
。将
来
に

わ
た
り
、町
が
発
展
し
て
い
く
う

え
で
、大
き
な
可
能
性
が
あ
る
一

方
で
課
題
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
の
で
、町
民
の
皆
様
の
要
望
と

懸
念
を
し
っ
か
り
と
国
・
県
に
届

け
、連
携
し
な
が
ら
課
題
解
決
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
巳
年
、古
い
皮
を
脱
ぎ

捨
て
、未
来
へ
向
け
て
新
し
い
矢

吹
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。皆
さ
ん
と
と
も
に
無
事
、

笑
顔
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
、嬉

し
く
有
り
難
く
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、元
旦
か
ら
能
登
半
島

の
大
地
震
に
よ
り
、列
島
に
衝
撃

が
走
り
ま
し
た
。

昨
年
の
干
支
で
あ
る
甲
辰（
き

の
え
・
た
つ
）は「
上
向
き
、花
開
く

年
あ
る
い
は
、転
機
・
激
動
の
年
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、災
害
や
戦
争
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
、韓
国
の

「
政
変
」等
後
者
の
色
が
出
た
よ

う
で
す
。今
年
は
そ
れ
を
受
け
て

ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
干
支
は「
乙
巳（
き
の

と
・
み
）」で
す
。ヘ
ビ
は
苦
手
と

さ
れ
が
ち
で
す
が
、一
方
で
、脱
皮

を
繰
り
返
し
て
成
長
す
る
こ
と

や
、そ
の
生
命
力
の
強
さ
か
ら
、古

代
エ
ジ
プ
ト
以
来「
再
生
」「
復
活
」

「
長
寿
」を
象
徴
し
、縁
起
が
い
い

生
き
物
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
良
い
面
が
出
る
年
と
し
た

い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、社
会
経
済
情
勢
で
す
が
、

昨
年
は「
値
上
げ
、賃
上
げ
、利
上

げ
」が
あ
り
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

「
失
わ
れ
た
30
年
」か
ら
の「
復

活
」と「
大
転
換
」の
兆
し
が
見
え

た
年
で
し
た
。

現
在
、地
方
財
政
は
全
国
的
に

税
収
全
般
と
地
方
税
の
若
干
の

伸
び
は
あ
る
も
の
の
、少
子
高
齢

化
を
背
景
と
し
た
社
会
保
障
費
の

負
担
増
が
構
造
的
に
重
く
の
し
掛

か
っ
て
お
り
、未
来
へ
の
備
え
が
大

変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、平
成
23
年
3
月
の

東
日
本
大
震
災
以
降
、復
旧
、復

興
期
を
経
て
、令
和
元
年
の
東
日

本
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
、令
和

3
年
及
び
令
和
4
年
の
2
年
連
続

の
福
島
県
沖
地
震
等
の
災
害
対
応
、

そ
し
て
令
和
2
年
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
と
そ

の
後
の
社
会
の
変
容
、い
わ
ば「
有

事
」が
長
く
続
き
ま
し
た
。近
年
は
、

皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
・
福
祉
・
教

育
を
最
優
先
と
し
、国
や
福
島
県

の
補
助
金
・
交
付
金
を
活
用
し
、積

極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
で
、そ
の
間
の
歳
出
額
は
、大
震

災
以
前
の「
平
時
」の
標
準
財
政
規

模
の
約
2
倍
に
達
し
ま
し
た
。そ

う
し
た
財
政
悪
化
リ
ス
ク
の
高
い

環
境
下
で
も
借
金
返
済
に
努
め
た

結
果
、財
政
健
全
化
判
断
指
標
で

あ
る「
実
質
公
債
費
比
率
」（
自
治

体
の
国
等
へ
の
借
金
依
存
度
）は
、

平
成
17
年
度
決
算
時
に
24
・
３
％

（
厳
し
い
早
期
健
全
化
を
国
・
県

か
ら
迫
ら
れ
る
基
準
25
％
）と
高

い
数
値
か
ら
、直
近
の
令
和
5
年

度
決
算
で
は
11
・
２
％
ま
で
大
き

く
改
善
し
て
き
ま
し
た
。

6

国
で
は
、令
和

年
度
予
算
か

ら「
震
災
や
東
日
本
台
風
、コ
ロ
ナ

対
策
で
膨
張
し
た
地
方
の
歳
出
構

造
を
平
時
に
戻
す
」と
い
う
基
本

方
針
の
も
と
、
地
方
へ
の
交
付
金

等
の
財
源
を
縮
小
し
て
お
り
ま
す
︒

町
の
財
政
は
、皆
様
か
ら
の
町

税
と
、国
か
ら
の
交
付
金
を
主
な

財
源
と
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、令
和
７
年

度
は
、「
有
事
」か
ら
新
た
な「
平

時
」に
向
け
て
、財
政
の
規
模
を
圧

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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・・・もし「認知症」になっても、・・・もし「認知症」になっても、

「共生社会」の実現に向けて、
　　　みなさんの「声」をお聞かせください！！
　最近、ご自身やご家族の「もの忘れ」などが気になることはありませんか？以前、出来ていたことが出来な
くなった、もしかして「認知症」かもしれない、不安に感じることが多くなったなど、誰かに相談したい、聞
いて欲しいことはありませんか。
　高齢化が進む中で認知症は決して他人事ではなく、さらに身近なものとなってきており、直近のデータで
は、矢吹町の65歳以上の約11％の方は認知症であると結果が出ています。このため町では、「認知症の人が
住み慣れた地域で、大切な人たちと共に安心して暮らすことができる社会の実現」に向けて、次の事業を行っ
ていきます。
　ご本人はもちろん、そのご家族やご友人、また、そういった方達を支えたい方などといっしょに、「お互い
様」の精神で支え合う「共生社会」の実現を目指していきませんか。

　このカフェは、認知症のある方とその家族が、地域の方や医療・介護の専門職と相互に
情報を共有し、お互いを理解し合う場として運営されている「集いの場」です。興味のあ
る方はどなたでも参加できますので、コーヒーやお茶を飲みながら、気軽にお喋りしてみ
ませんか。スタッフによる介護相談等もお受けしています。

【開催日】　偶数月の第２木曜日　午前10時～正午
　　　　　　※次回は、令和７年２月13日の予定ですが、感染症の状況等により
　　　　　　　中止や変更となる場合がありますので、ご了承ください。
【会　場】　町福祉会館（「リオンドール矢吹東店」向い）
【参加費】　一人　１００円

※自由参加ですが、電話での事前申込みも受付しています。
　地域包括支援センターへ電話で（☎０２４８－４４－
５２３３）お申し込みください。
※令和７年度は、「みんなのカフェ」をより身近に感じていた
だけるよう、会場や回数を増やして開催する予定ですの
で、ご参加ください。

お気軽に「みんなのカフェ」（認知症カフェ）へ！

④広報やぶき 2025.１.１

　町では、認知症になったことで社会との関係性を絶たないように
支援するため、「オレンジぴーす」による相談の受付を開始します。
　認知症になっても諦めずに続けたいこと、やってみたいこと、介護
保険サービスを利用するまででは無いけれど、少し手伝ってもらうこ
とで自信につながるようなことはありませんか。例えば、「少し、物
忘れが気になるけど、カラオケは続けていきたい」、「近所にお茶飲
み友達がいないので、いろいろと話を聞いて欲しい」、「作り方を忘
れてしまったけど、いっしょにお団子を作って食べたい」など、みな
さんの「声」をぜひ「オレンジぴーす」にお寄せください。
　また、そういった方の思いを叶える手助けがしたい方（オレンジメ
ンバー）も募集しています。個人や団体は問いませんので、お気軽に
お問い合わせください。

　認知症の方と直接関わっていただくため、町内で開催する「認知症サポーター養成講座」と「認知症サポー
ターステップアップ講座」を受講していただくことが必要です。
　地域の見守り体制の強化や共生社会の実現のために、認知症の方やその家族だけでなく、地域住民や小中学
校、職域の認知症サポーターの方々がメンバーとなって活動していくこと（＝「チームオレンジ」）が求められ
ます。

①「みんなのカフェ」（認知症カフェ）や認知症に関するイベントへの参加、またはそういった方が集まること
ができる場の企画・運営など

②地域での見守り活動、外出同行支援、傾聴など
③認知症の方やその家族からの相談に応じ、町や地域包括支援センター等の専門職へつなぐことなど

※①～③の全ての活動をしなければならないということではありません。例えば、道に迷っている認知症と思わ
れる方を見かけたら交番に連絡する、これも立派な活動のひとつです。日常生活の中で、無理せず出来る範囲
の活動を行いながら、認知症の方もそうではない方も住みやすい町を目指しましょう。

※活動内容に応じてボランティア保険に加入し、交通費などが支給されます。

オレンジメンバー

オレンジメンバーの活動例

問い合わせ 保健福祉課　介護保険係　☎（44）2300

この町で暮らしていきたい・・・この町で暮らしていきたい・・・

「オレンジぴーす」にご相談ください！

　（相談先）０２４８－４４－２３００（保健福祉課介護保険係）
　　　　　　０２４８－４４－５２３３（地域包括支援センター）

④

※町ホームページ内の「お問い合わせ」フォーム（ホームページ右下）からも受付していますので、ご活用ください。
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所得税・住民税申告相談会についてのお知らせ所得税・住民税申告相談会についてのお知らせ

○ご自身で作成した確定申告書の提出については、e-Tax のご利用や白河税務署への郵送にご協力いただき、会場へ来
ることはお控えください。

〇以下の申告内容については白河税務署でお願いします。
　土地、建物の売買の譲渡所得、株や先物取引などによる申告、住宅借入金控除（初めての方）、青色申告、準確定申告、消

費税の申告
〇ご家族分の申告を同じ時間帯で行う場合は、代表者１人の予約をしてください。(人数分の予約は不要です)
〇高齢の方や障がいをお持ちの方など役場２階に上がることができない場合は、役場１階窓口にて申告相談は可能です

が、事前に申し出てください。
〇本予約は予約日時における申告相談を保証するものではありません。やむを得ない理由により会場を閉鎖し、申告相談

ができなくなる場合があります。このような場合は相談日時の振替等はしませんので、改めて予約をお取りください。
○遊水地事業で用地買収のあった方は、予約フォームが異なります。予約方法については２月号で周知する予定です。

周りにスマホやパソコン
ができる人がいたらその
人が代わりに予約してい
ただいても構いません！！

所得税・住民税申告相談会予約希望申込書

名 　 　 　 前
住所

連 絡 先

第 １ 希 望 日 令和７年　　  月　　　日

第 ２ 希 望 日 令和７年　　  月　　　日

第 ３ 希 望 日 令和７年　　  月　　　日

切り取り線  ✂

　 インターネット予約（日時指定可）
○日時の指定や変更、キャンセルが即時にできます。
○空いている時間帯が確認できます。
○詳しい予約方法等は広報やぶき12月号または、矢吹

町ホームページをご覧ください。

事前予約は、インターネット予約と予約希望申込書での予約のみとさせていただきます。電
話や窓口での予約は原則行いませんのでご注意ください。 

　 予約希望申込書での予約（時間指定不可）
○時間指定はできません。時間を指定したい場合はインターネット予約

をおすすめします。
○下記掲載の「所得税・住民税申告相談会予約希望申込書」を切り取

り、必要事項を記入し、封筒に入れて税務課に郵送してください。なお、
「所得税・住民税申告相談会予約希望申込書」は税務課にもござい
ますので紛失した場合は税務課までお越しください。

○例年、相談会間近になってから予約をする方が多いので、申告日を指
定したい場合はお早めに提出することをおすすめします。

【受付開始日】　令和７年１月16日（木）
【提　出　先】　〒969-0296 福島県西白河郡矢吹町一本木101番地
　　　　　　　矢吹町役場税務課

※予約希望申込書にはお名前、ご住所、希
望日を第３希望日までご記入ください。
第１希望日のみ記入されている場合は
予約ができないことがございますので
ご了承ください。その際は改めて予約
希望申込書を提出していただきます。

※予約の可否に関わらず、税務課に届い
てから約１週間後に通知書をお送りす
る予定ですので、通知書は無くさずに
当日お持ちください。

※キャンセルの場合は電話でもお受けし
ますが、新たに予約をする場合は、改め
て予約希望申込書を提出してください。

１．町役場での申告相談は
　「事前予約制」です

所得税・住民税申告の受付は、前年同様「事前予約制」となります。また、12月20日から
インターネットによる予約を先行して受け付けております。

２．申告相談会の日程
日程：令和７年２月19日（水）～令和７年３月17日（月）（土日祝日を除く）
場所：矢吹町役場２階大会議室

３．事前予約方法
事前予約は、インターネット予約と予約希望申込書での予約のみとさせていただきます。
電話や窓口での予約は原則行いませんのでご注意ください。 

４．注意事項

税務課　町税係　☎（42）2113問い合わせ
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福島県経営革新計画承認事業

訪問理美容

まごのて
ネットワーク

オシャレを楽しみ、

日々を笑顔溢れる人生へ

０２４８ｰ４２ｰ２２３９
【受付時間】 09：00～17：00（定休日：土日祝）

メールは24時間受付中！ info@magonote.asia

まごのて 検索

http://magonote.asia

自宅介護が困難な方ご相談下さい

令和７・８年度矢吹町工事等入札参加資格審査申請受付について令和７・８年度矢吹町工事等入札参加資格審査申請受付について
総務課　財務係　☎（42）2117問い合わせ

　町発注の【建設工事】、【測量・調査・設計】、【製造】、【物品・役務提供等】に係る入札に参加を希望される場合
は、予め入札参加資格審査を受け「矢吹町工事等請負有資格業者登録名簿」に登録する必要があります。
　町では令和７・８年度入札参加資格の本登録受付を下記の日程で行いますので、登録を希望される方は、下記により
申請書を提出してください。
　なお、令和５年２月の本登録、令和６年２月の追加登録及び随時登録で申請されている方も、令和７年５月31日をもっ
て有効期間満了となりますので再度申請が必要となります。

１．受付期間　　２月３日（月）～  ２月28日（金）
２．受付時間　　午前：午前９時～正午　　午後：午後１時～午後５時　　＊土日祝日を除く
３．申請方法　　郵送または持参（令和７年２月28日㈮必着）　※原則郵送でお願いします。
４．提出先及び問合せ先
　　　　　　　　矢吹町役場　総務課　財務係　〒969-0296　福島県西白河郡矢吹町一本木101
　　　　　　　　☎0248（42）2117
５．提出書類　　令和７・８年度矢吹町工事等入札参加資格審査申請書提出要領をご覧ください。
　　　　　　　　※要領は矢吹町ホームページに掲載しております。また、申請書様式は、ホームページよりダウンロー
　　　　　　　　　ドできます。
　（注）白河市及び西白河郡管内に支店若しくは営業所がある場合には、登録営業所等調書、店舗の平面図及び写真
　　　  並びに見取図が必要となりますのでご注意ください。
６．提出部数　　正本１部
７．資格の有効期間　　令和７年６月１日～令和９年５月31日の２年間

　11月15日（金）～16日（土）、矢吹町区長会では矢吹町三城目地区に建設が予定されている遊水地について、整備後の
課題である土地の利活用方法、手段を学ぶことを目的に、先進的に整備されている渡良瀬遊水地（関東地方4県にまたが
る日本最大の遊水地）の視察を行いました。
　渡良瀬遊水地に付随する施設「体験活動センターわたらせ」
において職員による講義や堤防、水門、流入堤の現場説明によ
り渡良瀬遊水地の歴史や仕組み、有事の際の役割などを学び、
土地利用における活用方法の例や施設整備までの流れ、維持管
理についての説明を受けました。
　視察後に参加者は、今後の三城目地区遊水地についてどのよ
うにしていくべきか、意見交換しました。

まちづくり推進課　協働推進係　☎（42）2112問い合わせ

矢吹町区長会視察研修会矢吹町区長会視察研修会
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後期高齢者医療「令和6年分 医療費のお知らせ後期高齢者医療「令和6年分 医療費のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　（医療費通知）」について　　　　　　　　　　　　　　　　（医療費通知）」について
　福島県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様に自己の健康管理と医療に対する関心を高めていただくた
め、毎年１回「医療費のお知らせ」を送付しています。
　令和６年１月から12月までの保険診療分に関する「医療費のお知らせ」を令和７年２月下旬より順次発送しますので、
ご自身の受診状況等についてご確認ください。なお、対象期間内に医療機関への受診がなかった場合は、「医療費のお
知らせ」は発行されません。
　この「医療費のお知らせ」は、所得税・住民税の申告（医療費控除）の資料とすることもできますが、県内全域へ発送
するため個別の発送には応じておりません。申告を急がれる場合は、医療機関等の領収書を参考に手続きをお願いしま
す。
「医療費のお知らせ」に関するお問い合わせは、下記コールセンターまでお願いします。
　〇受付期間：令和７年１月６日（月）から３月21日（金）※土日祝日を除く
　〇受付時間：午前８時30分から午後５時15分
　〇問合せ先：後期高齢者医療保険医療費のお知らせコールセンター　
　　　　　　　☎０１２０（００７）３０８

マイナンバーカードの平日夜間と休日の申請及び交付についてマイナンバーカードの平日夜間と休日の申請及び交付について

※当日はマイナンバーカード申請及び交付のみの業務となります。予約をされないと申請・交付ができませんのでご注意
ください。
　予約受付時間：平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　　　　電話　０２４８（４２）２１１４ 

◆平日臨時夜間交付日時  ：  １月８日（水）・22日（水）・２月５日（水）　　午後５時15分～午後７時

◆休日臨時日時　　　　　  ：  １月26日（日)・２月９日（日）　　午前８時30分 ～正午

◆臨時開庁場所　　　　　  ：  総合窓口課（役場１階）

総合窓口課　窓口係　☎（42）2114問い合わせ

～下記の臨時開庁日（事前予約が必要）をぜひご利用ください。～

保険税(料)の納付額証明について (社会保険料控除)保険税(料)の納付額証明について (社会保険料控除)
～役場以外で申告される方へ～ ～役場以外で申告される方へ～ 

問い合わせ 税務課　町税係　☎（42）2113

　確定申告で社会保険料控除の申告をする際、１月１日から１２月31日までの１年間に納付した国民健康保険税・後期高
齢者医療保険料・介護保険料の納付額も控除の対象となります。
　領収書を紛失された等で納付額が分からない方は、役場で各保険税（料）の納付額証明書を無料で発行しています
ので、下記のとおり申請してください。

【申請者】　納税義務者本人または納税義務者と同一世帯の方
　　　　　（上記以外の方は、委任状が必要になります。）
【申請に必要なもの】　窓口に来た方の身分証明（運転免許証等）
【申請窓口】　総合窓口課
【受付時間】　平日　午前８時30分～午後５時15分

以下の方は証明書が無くても確定申告が
できます
◦領収書で納付額が確認できる方
◦通帳で口座振替額が確認できる方
◦納付方法が特別徴収（年金天引き）
　のみの方
◦役場で申告をされる方
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　固定資産税の対象となる償却資産とは、土地・家屋以外の「事業用資産」で、その減価償却額又は減価償却費が法人税
法又は所得税法の規定による所得の計算上、損金又は必要経費に算入されるもののことをいいます。
　償却資産は登記制度がないため、申告することが義務付けられています。（地方税法第383条） 

所得税・住民税申告相談会予約希望申込書（記載例）

名　　　前※１
住所

連　絡　先※２

第１希望日※３ 令和７年　　  月　　　日

第２希望日※３ 令和７年　　  月　　　日

第３希望日※３ 令和７年　　  月　　　日

切り取り線  ✂

矢吹　太郎

090-××××-××××

２　　　　２4

２　　　　２８

３　　　　10

矢吹町一本木１０１番地

※１ 世帯内で同時に複数名の申告をする場合は、代
       表者のお名前を記入してください。
※２ 税務課からご連絡することがございますので、
       日中連絡がつく電話番号をご記入ください。
※３ 必ず第３希望日までご記入ください。

税務課　固定資産税係　☎（42）2113問い合わせ

償却資産の申告について償却資産の申告について

１月１日現在で矢吹町内に該当する償却資産を所有している方で、下記の経営者の方々
◦農　　業・・・ビニールハウス、乾燥機、籾摺り機、ボイラー、草刈り機など
◦商　　店・・・陳列ケース、レジ、冷蔵庫、アスファルト舗装、看板など
◦飲 食 店・・・テーブル、椅子、厨房用具、冷蔵庫、冷凍庫など
◦アパート・・・アスファルト舗装、ゴミ置き場、駐輪場、屋外給排水設備など
◦理容業、美容業・・・理・美容椅子、パーマ機、消毒殺菌機、サインポールなど
◦太陽光発電事業・・・太陽光発電設備、フェンスなど

≪申告対象の方と資産の例≫

償却資産の申告の対象とならないものの例として次のようなものがあります。
1．土地　　2．建物（家屋として課税されるもの）　　3．無形減価償却資産　　4．使用可能期間１年未満の資産
5．取得価格が10万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されたもの（いわゆる少額償却資産）
6．取得価格が20万円未満の資産で法人税法等の規定により３年間で一括して均等償却するもの（いわゆる一括償却資

産）　　7．自動車税及び軽自動車税の対象となるもの

≪申告の対象とならない資産≫

◦提 出 書 類：令和７年度償却資産申告書　種類別明細書（増加資産全資産／減少資産用）
◦申告書提出先：税務課固定資産税係
◦提 出 期 限：令和７年１月31日（金）

≪申告書提出について≫

≪電子申告について≫

≪償却資産とは≫

　矢吹町では、地方税共同機構が運営する地方税ポータルシステム（eLTAX : エルタックス）でのインターネットによる固
定資産税(償却資産)の電子申告を受け付けております。
　ご利用にあたっては、eLTAXホームページをご覧いただくか、eLTAXヘルプデスクにお問い合わせください。

eLTAX ホームページ ： https://www.eltax.lta.go.jp/
eLTAX ヘルプデスク ： ☎0570-081459 
　　　　　　　　　　（9：00～17：00受付・土日休祝日、年末年始12/29～1/3は除く）

※除却・売却・廃業などですべての資産が
なくなった場合でも申告が必要です。

※前年度に申告された方には申告書類
やハガキでの案内を送付しております
が、申告書用紙や前年度の資産明細等
が必要な場合はご連絡ください。

詳しくは矢吹町ホームページ
からも確認できます⇒

eLTAX ホームページ
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健康寿命を支える保険の入れ歯(アクリジェット)と
HAインプラント！

入れ歯・HAインプラントセンター  専門医

たまち歯科医院　院長 佐久間 弘
矢 吹 町 田 町 191-4 
☎0248（44）4889

　健康寿命とは、助けがなくても一人で身の回りの事が何
でも出来て、不自由なく生活できると言われる年齢です。
　歯が少なくなるほど認知症になりやすく、健康寿命も低
くなります。
男性は72.68歳、女性は75.38歳(2019年)

　町統計調査員協議会では、国から委嘱されて実施している各種統計調査に
関する知識、技術の向上及び研鑽のため、独自に研修会を開催しています。
　本年度は、統計調査業務のための健康づくりをテーマに郡山市内で研修会
を開催しました。研修会では、星総合病院 谷 佐和子 療法士を講師に招いて
認知症についての講演及び体を動かしながら行う脳トレなどを行い、本協議
会会員からも様々な質問をするなど、大変有意義な研修となりました。
　本協議会では、各種統計調査にご協力をしていただける方を募集していま
す。統計調査にご協力又はご興味がありましたら、お気軽にご連絡ください。

　上下水道事業経営審議会は、本町の上下水道事業の円滑な経営を図るため、整備
計画や料金等について、町長の諮問に応じて調査・審議を行う機関です。
　11月7日に開催された審議会では、諮問を受けた三城目地区農業集落排水処理区
の公共下水道編入等による区域拡大に関する公共下水道事業計画の見直しについて
審議を行いました。
　審議の結果、諮問第１号について審議会で同意し、円谷会長より蛭田町長へ答申を
行いました。

まちづくり推進課　協働推進係　☎（42）2112問い合わせ

上下水道課　業務係　☎（44）5152問い合わせ

統計調査員協議会研修会統計調査員協議会研修会

矢吹町上下水道事業経営審議会が開催されました矢吹町上下水道事業経営審議会が開催されました

議　　事
諮問第１号　矢吹町公共下水道事業計画の見直しについて
報告第１号　令和５年度上下水道事業会計決算報告について
報告第２号　令和６年度上下水道事業実施計画について

教育委員に任命されました。
任期は令和６年12月24日から４年間です。

※教育委員（非常勤）は、教育、学術及び文化に対して
見識を有する者の中から、町長が議会の同意を得て任
命します。
教育委員の最も重要な職務は、教育行政の基本方針や
重要事項を審議し、決定することです。

12月定例議会人事のお知らせ12月定例議会人事のお知らせ

星　直樹（八幡町） 大塚　桜（一本木）
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　11月６日に同協議会の堀井会長らが望月福島河川国道事務所長に対し、「阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに伴う
遊水地整備事業に関する要望書」を提出しました。要望書提出は昨年度に引き続き4度目となり、望月所長からは、「今後
も事業の進捗について地元の方々へ丁寧な説明を行い、治水事業と一体となったプロジェクトを進めていきたい」と説明
がありました。
～主な要望内容～
１．遊水地貯留時の阿由里川の内水対策について（再要望）
２．防災ステーションの整備・防災計画の見直し（再要望）
３．用地買収後の適切な維持管理について（再要望）
４．遊水地の計画および進捗状況等について住民への早期説明（再要望）
５．遊水地内の除草等の対応について

【個別要望(矢吹町)】
◦「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」に基づくハー
ド・ソフト両面の事業推進
◦「遊水地群整備」の推進に当たり、整備区域内にある
住家や農地等の提供に対する十分な補償及び地域
住民の意向を最大限反映

◦うつくしま大橋より上流の県管理区間の改修等、計
画的な事業の推進

◦「遊水地群整備」の関連事業として、国直轄区間の上
流への延伸を含めた着実な実施体制の構築、強化

　阿武隈川流域市町村で構成する「阿武隈川上流改修促進期成同盟会」は、11月6日に
福島県県南建設事務所に要望書を提出しました。
　鈴木副町長が、手

て

塚
づか

孝
たか

良
よし

福島県県南建設事務所長へ要望書を手渡し、要望内容の説
明を行いました。要望内容は、下記のとおりです。

三城目地区遊水地対策協議会事務局（農業振興課遊水地対策室）　☎（42）2115問い合わせ

都市整備課　管理係　☎（42）2116問い合わせ

三城目地区遊水地対策協議会が国へ要望書提出三城目地区遊水地対策協議会が国へ要望書提出

阿武隈川上流改修促進期成同盟会が県へ要望書提出阿武隈川上流改修促進期成同盟会が県へ要望書提出
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き

副会長、堀
ほり

井
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人
と

会長、上
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副会長、佐
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福島河川国道事務所副所長、望
もち

月
づき

貴
たか

文
ふみ

福島河川国道事務所長

【全体要望】
◦見直された新たな河川整備基本方針に基づき、速やかに河
川整備計画の変更を行うこと
◦「阿武隈川水系流域治水プロジェクト2.0」に基づく総合的
な防災・減災対策の推進
◦安全で安心できる生活を確保するための治水事業予算の
確保

◦大規模自然災害発生時の迅速な復旧支援に必要な人員体
制の充実及び強化

◦阿武隈川水系河川整備計画に基づく阿武隈川の整備推進
◦ハード・ソフト一体となった各種対策の推進及び適切な維
持管理

　令和６年５月、荒池利水利用者協議会から洪水災害防止および農業用水の
確保を目的に「荒池等整備事業について」の要望書が提出され、11月21日に
同協議会および町関係課が現地での状況確認を行いました。
〇主な要望内容　
　①荒池（白山地内）の堆積物浚渫②取水施設等改修③排水施設等改修整備
　④洪水吐改修⑤堤体補修⑥阿由里川の浚渫（荒池上流）
　引き続き、地域の安全対策に関するご要望がありましたら、現地の状況を確認しながら、地域の安全で安心な住環境の
確保や安全対策に向けた取り組みを進めてまいります。

農業振興課　農政係　☎（42）2115問い合わせ

荒池等整備の要望書について荒池等整備の要望書について
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　福島地方法務局では、相続登記の義務化に関する企業・団体を対象に出前講座を実施していま
す。出前講座の詳細及び実施のご要望は、お近くの法務局にお問い合わせいただくか、福島地方法
務局ホームページの出前講座申込ページをご確認願います。

福島地方法務局白河支局　☎（22）1207問い合わせ

福島地方法務局不動産登記部門　☎024（534）2045問い合わせ

令和６年４月１日から相続登記が義務化されました令和６年４月１日から相続登記が義務化されました

福島地方法務局からのお知らせ

相続登記Ｑ＆Ａ
Ｑ１

Ｑ2

Ｑ３

土地や建物の所有者（登記名義人）が亡くなった場合の登記手続を教えてください。

先日父が亡くなりました。実家の土地建物は父の名義です。不動産の相続登記はいつまでにすればよいです
か？また、相続登記をしないでおくと、どのようなデメリットがありますか？

私は妻と二人暮らしで、子供はおらず、私の両親は他界しています。
私が亡くなったときは、私名義の自宅や財産は、自動的に妻のものになるのでしょうか？

 Ａ１　登記申請を行っていただき、所有者（登記名義人）を変更していただく必要があります。
　相続財産である不動産を誰が相続するのかなどについては、遺言がない場合には、相続人の皆さまが話し合って決め
ること（遺産分割協議）が一般的です。遺産分割の方法や内容をどうすべきか、どのように話合いを進めるべきかといっ
たことは、弁護士・司法書士等の専門家にご相談願います。
　遺産分割による相続登記の申請をするには、遺産分割協議書を作成していただくこととなり、登記申請書を作成し、
除籍謄本、戸籍謄本、遺産分割協議書などを添付して提出していただく必要があります。登記申請書の作成方法や必要
書類は、最寄りの法務局で登記手続案内（事前予約制）をご利用いただくか、登記手続に関する法律の専門家である司
法書士にご相談ください。
　また、法務局ホームページに登記申請書の様式や「申請書類の作成における共通の注意事項等」が掲載されています
ので、ご活用ください。

 Ａ２　長期間相続登記手続をしないでいるうちに相続人が更に亡くなってしまい相続人が増えた結果、遺産分割協
議が困難になったりするケースがあります。
　なお、令和６年４月１日からは相続登記が義務化されており、正当な理由なく土地・建物の相続を知ってから３年以内
に相続登記をしないと過料が科せられる場合もありますのでご注意ください（令和６年４月１日より前に発生した相続に
ついても同日以降３年以内に相続登記をする必要があります。）。
　不動産の所有者が亡くなったら、早めに相続人間で遺産分割協議を行い、相続登記をしましょう。

 Ａ３　ご夫婦のどちらかが亡くなった場合、残された夫または妻は相続人になりますが、全ての財産を自動的に相続
できるわけではありません。
　子供がおらず、亡くなった方の両親が既に他界していると、亡くなった方の兄弟姉妹も相続人となり、兄弟姉妹が亡く
なっているときは甥姪が相続人になりますので、これらの方と遺産分割協議を行う必要があります。
　このようなことを防ぐためには遺言書を作成し、妻に遺したい財産を指定しておくこともできます。
　また、令和２年７月１０日から法務局において始まりました「自筆証書遺言書保管制度」を利用することも可能です。
　遺言書の種類や作成について、詳しくお知りになりたい場合は、ぜひお近くの司法書士にご相談ください。

「不動産を相続した方へ
～相続登記・遺産分割を進めましょう～」

福島県司法書士会　☎０２４－５３４－７５０２
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やぶきのき ょういくきょういく ※掲載は隔月ごとに小学校、中学校、
教育委員会が順番に記事を担当いた
します。

第16号

子どもの学びの習慣化のために
【学習習慣・生活習慣の確立】～家庭との連携を通して～

○提言１　家庭で勉強する習慣を
○提言２　健康な身体づくりに努め、元気なあいさつをする習慣を
○提言３　テレビやゲーム、スマートフォン、パソコンなどの使用はルールを決めて
○提言４　読書を楽しむ習慣を

矢吹町教育委員会
矢吹町ＰＴＡ連絡協議会
矢吹町つなぐ教育推進支援会議

４つの
提言

教育振興課　学校教育係　☎（44）4400問い合わせ

　第16号は、中畑小学校に関する記事です。中畑小学校における読書活動推進のための取組み、地域学校
協働活動に関する取組み、情報モラルに関する取組みのほか特色ある取組みについてご紹介します。

② 地域学校協働活動の取り組み

① 読書を楽しむ
　　「幼保小連携　５年生による読み聞かせ」

④ その他の特色ある取り組み

③ 情報モラル授業
 　　　　　　　「ルールを守って使おう」

　外部講師として学校教育ボランティアの方々にご協
力をいただきながら、持久走記録会を行いました。「最後
は自分」という強い気持ちをもって、全員走りきることが
できました。

　幼稚園や保育園の子どもたちへ、５年生が絵本の読
み聞かせを行いました。読み聞かせ活動によって、子ど
もたちの絆が深まる大切な時間となりました。

　祝！中畑小学校創立150周年！
　たくさんのご来賓の方々をお迎えし、記念式典を行い
ました。
　式典では、中畑小
学校の歴史に触れた
スライドショーを見
ました。最後には、子
どもたちの願いを込
めた色とりどりのバ
ルーンを大空いっぱ
いにリリースしまし
た。

　冬休みを迎える子どもたちをSNS上のリスクから守
るために、情報モラルの学習を行いました。安全な使い
方について、ＩＣＴ支援員さんのお話を聞きながら学ぶ
ことができました。
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農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、全
国
の

農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、す
べ
て

の
農
林
業
関
係
者
が
調
査
の
対
象

と
な
り
、5
年
ご
と
に
行
う
調
査

で
す
。

　
１
月
中
旬
頃
か
ら
、皆
様
の
お

宅
や
事
業
所
等
に
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。調
査
員
は
、農
林
業
を
営
む

全
て
の
方
か
ら
耕
地
面
積
な
ど
を

聞
き
取
り
、一
定
の
条
件
に
該
当

し
た
方
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す

（
調
査
票
が
配
布
さ
れ
な
い
方
も

い
ま
す
）。

　
な
お
、こ
の
時
オ
ン
ラ
イ
ン
で

調
査
の
回
答
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

紙
の
調
査
票
で
の
回
答
が
不
要
に

な
り
ま
す
の
で
、と
て
も
簡
単
で

す
。農
林
業
施
策
の
企
画
・
立
案
・

推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る

統
計
を
作
成
す
る
大
切
な
調
査
で

す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は【
農

林
水
産
省 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
】を
御
覧
く
だ
さ

い
。下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
御
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

「
イ
ノ
ベ
構
想
参
画
促
進

セ
ミ
ナ
ー
・F-R

E
I

市
町
村

座
談
会（
県
南
地
域
）」
参

加
者
募
集

自
衛
官
候
補
生
募
集

「
中
畑
地
区
芸
能
ま
つ
り
」

�

出
演
者
募
集

募
　
集

俳
句
同
好
会

�
「
矢
吹
新
樹
会
」会
員
募
集

広報やぶき 2025.１.１ ⑭
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日
時
　
２
月
16
㈰

　
　
　  

午
前
９
時
　
開
演

  

場
所
　
中
畑
公
民
館

 

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

  

参
加
資
格
　

中
畑
地
区
在
住
・
在
勤
の
方

※
応
援
参
加
は
矢
吹
町
内
在
住
者

  

出
演
種
目
　
舞
踊
・
民
謡
・
民
舞
・

詩
吟
・
大
正
琴
・
バ
ン
ド
・
三
味
線
・

太
鼓
・
尺
八
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
等

  

申
込
　
１
月
6
日
㈪
～

　
　
　 

１
月
24
日
㈮

平
日
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
休
館
日
　
１
月
20
日
㈪

  

申
込
先
　
中
央
公
民
館

☎（
42
）２
８
２
９

 

　
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。俳
句
は

五
・
七
・
五
の
17
音
に
、季
語
を
盛

り
込
ん
で
季
節
を
意
識
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、脳
を
活
性
化
さ
せ

る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
見
学
も
で
き
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

  

活
動
日
　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
　  

午
後
１
時
か
ら

  

場
所
　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

問

　☎（
44
）３
５
５
７

 

（
代
表
　
納
谷
）

　
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
へ
の
参
画
促
進
、福
島
国

際
研
究
教
育
機
構（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）

へ
の
理
解
醸
成
と
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
と

の
広
域
的
な
連
携
を
促
進
す
る
た

め
、市
町
村
、住
民
、企
業
・
団
体
等

が
集
い
、と
も
に「
ふ
く
し
ま
の
未

来
」を
共
有
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
会
終
了
後
に
は
、参
加
企
業
・
団

体
等
向
け
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
た

だ
く
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
の

で
、皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

  

日
時
　
２
月
５
日
㈬

　
　
　
午
後
２
時
か
ら
５
時
15
分

※
立
食
交
流
会

　
午
後
５
時
30
分
か
ら
６
時
30
分

  

場
所
　
東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河

 （
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

  

参
加
費
　
無
料（
交
流
会
の
参
加

は
、参
加
費
２
，０
０
０
円（
税
込
）

で
す
）

  

主
催
　
福
島
県
、Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ

問
　
イ
ノ
ベ
構
想
参
画
促
進
セ
ミ

ナ
ー
・
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
市
町
村
座
談
会

運
営
事
務
局

☎
０
２
４（
９
７
３
）７
４
８
１

（
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画
仙
台
支
社 

福
島
支
店
内
　

担
当
　
照
井
）

  

応
募
資
格
　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

  

受
付
期
間
　
通
年 

  

試
験
期
間
・
試
験
会
場
　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※
自
衛
官
候
補
生
と
は
、入
隊
後

約
３
カ
月
間
、自
衛
官
候
補
生
と

し
て
必
要
な
基
礎
を
学
び
、教
育

後
正
式
に
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
る

制
度
で
す
。

  

申
込
み
　
自
衛
隊
福
島
地
方
協

矢吹タイムス印刷
ＴＥＬ42-2222
ＦＡＸ 42-3591



１
月
18
日
は

�

「
１
１
８
番
の
日
」で
す

「
催
眠
商
法（
Ｓ
Ｆ
商
法
）」

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

広報やぶき 2025.１.１

白
河
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

  

相
談
窓
口
　
白
河
市
役
所
本
庁

舎
地
下
１
階 

  

受
付
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

☎（
22
）１
１
３
３

 

　「
１
１
８
番
」は
海
上
保
安
庁
緊

急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

　「
１
１
８
番
」の
重
要
性
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、海
の
安
全
確
保
に
資
す
る
た

め
、毎
年
１
月
18
日
を「
１
１
８
番

の
日
」と
制
定
し
、そ
の
周
知
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
報
に
関
す
る
お
願
い
！

　
海
で
、次
の
よ
う
な
場
合
に
は

「
１
１
８
番
」に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

○
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

ま
た
は
目
撃
し
た

○
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た

○
不
審
な
船
を
発
見
し
た

○
密
航
・
密
輸
事
犯
等
の
情
報
を

得
た
な
ど
。

　
通
報
は「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、

「
な
に
が
あ
っ
た
」な
ど
を
簡
潔

に
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

⑰

■
今
月
の
納
税
な
ど

町
県
民
税
…
…
…
…
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税
…
７
期
分

介
護
保
険
料
…
…
…
７
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
…
…
…
６
期
分

■
１
月
農
業
委
員
会

　「
農
地
法
許
可
申
請
」

　
受
付
期
限
及
び
定
例
会

受
付
期
限
　
12
月
25
日
㈬

定
例
会
　
１
月
17
日
㈮

※
２
月
の
定
例
会
は
２
月
17
日

㈪
の
予
定
で
す
。申
請
受
付
期
限

は
１
月
27
日
㈪
と
な
り
ま
す
。

問
　
農
業
振
興
課
　
農
業
委
員

会
事
務
局
☎（
42
）２
１
１
５

受
付
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
試
験
会
場
に
つ
い
て
は
、必
ず

受
験
票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会　
白
河
地
方
消
防
防
災
協
会
危
険

物
部
会
会
員
以
外
の
方
も
受
講
可

能
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

  

対
象
者
　
乙
種
第
４
類
受
験
者
　

  

日
時
　
１
月
30
日
㈭
、31
日
㈮
の

２
日
間
。９
時
10
分
～
16
時
30
分
　

  

会
場
　
西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

  

受
付
期
間
　

１
月
９
日
㈭
～
１
月
20
日
㈪

問
　
白
河
地
方
消
防
防
災
協
会
事

務
局
　

☎（
22
）２
１
７
０

催
眠
商
法（
Ｓ
Ｆ
商
法
）と
は

・
無
料
や
安
価
に
日
用
品
や
食
品

を
販
売
す
る
内
容
で
人
を
集
め

ま
す
。

・
閉
め
切
っ
た
会
場
で
、販
売
員

が
巧
み
な
話
術
で
場
を
盛
り
上

げ
、タ
ダ
同
然
で
日
用
品
を
配

り
ま
す
。 

矢吹町内農産物等放射性物質検査結果の
お知らせ
矢吹町放射能測定センターで測定しました町内農産物
の放射性物質の検査結果は次のとおりです。
●以下の品目を検査し、検出限界値を超える農産物等はあ
りませんでした。

検査日

測定は予約制となっておりますので、事前に申し込みをしてく
ださい。（☎29－8741）なお、測定できるものは一般流通物を
除く、農産物で、測定には１㎏（きのこに限り500ｇ）からの検
体が必要です｡

●食品衛生法に規定する基準値（平成24年４月～）

【野菜】マガリネギ、シブガキ、イモガラ(アカ)

区分 基準値
飲料水 10ベクレル（Bq/kg）
一般食品 100ベクレル（Bq/kg）

令和６年11月１日～11月30日　総数：３件

農業振興課　農政係　☎（42）2115問い合わせ

・
消
費
者
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
高
揚

し
た
雰
囲
気
の
中
で
売
り
つ
け

る
た
め
、「
催
眠
商
法
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。 

・
高
齢
者
や
健
康
に
つ
い
て
関
心

が
高
い
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
ま
す
。

主
な
集
客
方
法
や
集
客
場
所

・
広
告
チ
ラ
シ
等
で「
先
着
〇
名

様
に
パ
ン
を
10
円
で
販
売
」な
ど

と
宣
伝
し
集
客
し
ま
す
。

・
ス
ー
パ
ー
の
空
き
地
、空
き
店

舗
な
ど
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

・
無
料
の
粗
品
配
布
な
ど
に
誘
わ

れ
、安
易
に
会
場
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
切
な
資
金
を
取
り
崩
し
て
ま

で
購
入
が
必
要
か
、よ
く
考
え

ま
し
ょ
う
。

・
購
入
の
際
は
、家
族
や
知
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
安
に
感
じ
た
ら
、白
河
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、い
た
ず
ら
や
虚
偽
の
通

報
な
ど
が
あ
る
と
、人
命
救
助
等

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、正
し
く
ご
利
用

願
い
ま
す
。「118番」は海上保安庁

緊急通報用電話番号です。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

試
験
準
備
講
習
会

白
河
税
務
署
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

広報やぶき 2025.１.１ ⑯

※
調
査
員
は
、調
査
員
証
を
携
帯

し
、『
矢
吹
町
統
計
調
査
員
協
議

会
』と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
黄
色
の
ベ

ス
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
協
働

推
進
係

　
☎（
42
）２
１
１
2

◇
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
確
定
申
告
は
、ス
マ
ホ
か
ら
で

き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」か
ら
申
告
書

作
成
・
送
信
が
で
き
ま
す
。

◇
申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知

ら
せ

　
申
告
書
作
成
会
場
で
は
、ご
自

宅
か
ら
と
同
様
に
原
則
ご
自
身
の

ス
マ
ホ
に
よ
り
、ご
自
分
で
申
告

書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
暗
証
番
号

→
数
字
４
桁
、英
数
字
6
～
16
文

字
）を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、会
場
へ
の
入
場
に
は
、

「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で
す（
会

場
で
の
当
日
配
付
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

よ
る
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。詳

細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）。「
入
場
整
理

券
」の
配
付
状
況
に
応
じ
て
、後
日

来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

  

開
設
場
所
　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー（
白
河
市
中
田
１
４
０
）

  

開
設
期
間
　

２
月
17
日
㈪
～
３
月
17
日
㈪

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
　

  

開
設
時
間
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
提
出
の
み
の
方
は
、郵
送
ま
た

は
、白
河
税
務
署（
本
庁
舎
）に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
白
河
税
務
署

☎(

22
）７
１
１
１(

代
表
）

※
音
声
案
内
で「
２
」番
を
選
択

◇
国
民
年
金
と
は

　
国
民
年
金
は
、高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、働
い
て
い
る

世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
の
も
と
に
作
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す

　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、日
本

年
金
機
構
か
ら「
国
民
年
金
加
入

の
お
知
ら
せ
」「
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
」「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
」等
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、加

入
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
※
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
を
除
く
）

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額

１
６
，９
８
０
円（
令
和
6
年
度
）

で
す
。

　
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
や
郵

便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

の
窓
口
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
に
よ
る
電
子
決
済
、電
子

納
付（
ペ
イ
ジ
ー
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
）に
よ
り
納
付
が

で
き
ま
す
。

◇
付
加
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
定
額
の
保
険
料
に
、月
額
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
、免
除
・
納
付
猶
予
制
度
に
つ

い
て

　
学
生
で
収
入
が
な
い
場
合
や
失

業
等
に
よ
り
経
済
的
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」や「
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
す
る
と
、

将
来
の
年
金
や
万
が
一
の
時
に
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
こ
れ
ら
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

白
河
年
金
事
務
所

☎（
27
）４
１
６
１

保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係

☎（
44
）２
３
０
０

  

種
類
　
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種

  

試
験
日
　

3
月
8
日
㈯

  

受
験
地
　
白
河
市

  
願
書
受
付
期
間
　

１
月
６
日
㈪
～
16
日
㈭

※
会
場
の
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
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大正浪漫タイムウォーカー
　11月17（日）、大正ロマンの館において、大正浪漫タイムウォーカーが開催されました。
　本イベントは、矢吹町を代表する観光施設「大正ロマンの館」の利用促進を目的として、華やかな大正時代の文化
を現代に再現し、その魅力を五感で堪能する企画となっており、20名の参加者が大正時代に流行したフィンガー
ウェーブなどのヘアメイクを行い、当時の装いに仮装し、施設内に設置した特設フォトブースでの写真撮影や人力

車体験、アフタヌーンティーなど、大正時代の風情を満喫しました。
　参加者からは、「普段はなかなか触れる機会のない大正文化を体験でき、とても
新鮮だった」「素敵な衣装とヘアメイクに身を包み、当時にタイムスリップした気持
ちになれました」といった感想が多く寄せられました。

第33回三鷹市民駅伝大会
　11月24日（日）、三鷹市で開催された市民駅伝大会に
矢吹町からは５チームが出場しました。結果は、一般女
子・中学生男子・中学生女子の3部門で優勝し、その他全
チームが入賞する素晴らしい活躍を見せてくれました。
姉妹都市での声援にあきらめない走りで応えてくれた選
手の皆さん大変お疲れ様でした。

インフルエンザに注意しましょう！
冬はインフルエンザの流行シーズンです。インフルエンザに感染すると高熱
や関節の痛みなどを伴い、人によっては重症化するおそれもあります。

広報やぶき 2025.１.１ ⑱

診療日 小　児　科 電話番号 内　　　科 電話番号 歯　　科 電話番号
1日（水） 白河厚生総合病院 22-2211 会 田 病 院 42-2121 白河みなみ歯科クリニック 24-3730
2日（木） 白河厚生総合病院 22-2211 会 田 病 院 42-2121 サンデンタルクリニック 24-8020
3日（金） 白河厚生総合病院 22-2211 会 田 病 院 42-2121 JUN　DENTAL　CLINIC 21-8845
5日（日） 樋口小児クリニック 42-2040 わたなべ内科医院 22-1531 いがらし歯科クリニック 21-6222
12日（日） みうら小児クリニック 28-1001 きたむら整形外科 42-5533 高 山 歯 科 医 院 22-7733
13日（月） にしごうキッズクリニック 29-8725 小 針 医 院 42-2366 赤 沼 歯 科 医 院 53-2004
19日（日） わたなべ子どもクリニック 21-2166 まつやまクリニック 41-2311 なみ歯科クリニック 21-8143
26日（日） ねもとキッズクリニック 21-5623 よしだ内科クリニック 21-5711 安 部 歯 科 医 院 23-1123

問　保健福祉課　健康増進係　☎（44）2300

【インフルエンザと風邪の症状の違い】

【こんな症状があったらすぐに医療機関を受診してください】

【薬は医師の指示に従って正しく服用しましょう】

１月の休日救急医療当番医表（白河医師会） ●診療時間…午前９時～午後５時

保健福祉課　健康増進係 ☎（44）2300問い合わせ

小児平日夜間救急外来のお知らせ
対象者
受付時間
診療日
診療場所

中学生（15歳）以下の子ども
午後7時15分～9時15分
平日（月曜日～金曜日）
白河厚生総合病院  小児科外来 ☎（22）2211

※急病患者の利用を原則としていますので、薬は1日分となります。
※翌日は、かかりつけ医の診療を受けてください。

日中から発熱など体調の悪い場合は、早めにか
かりつけ医へ診療時間内に受診してください。

診療前に白河厚生総合病院へ必ず電話をしてください

　インフルエンザと風邪は、のどの痛みや咳などよく似た症状がありますが、症状も流行の時期も違います
ので、ご注意ください。

※発熱12時間未満の場合、検査の結果が陽性にならないことがあります
・けいれんしたり呼びかけにこたえない　・呼吸が速い、又は息切れがある　・呼吸困難、苦しそう
・顔色が悪い（青白）　・嘔吐や下痢が続いている　・症状が長引いて悪化してきた
・胸の痛みが続いている

・医師が必要と認めた場合には、抗インフルエンザウイルス薬が処方されます。抗インフルエンザウイルス
薬の服用を適切な時期（発症から48時間以内）に開始すると、発熱期間は通常1日から2日間短縮され、ウ
イルス排出量も減少します。

・矢吹町では、以下の方にインフルエンザ予防接種の一部助成を行っています。
（令和７年１月31日までの助成となります）
①高齢者
　⃝接種当日に満65歳以上の方　⃝接種当日に満60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器またはヒ
ト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方（身体障害者手帳（内部障害）1級程度）

②小児（接種当日に生後6か月～中学3年生の方）
③妊婦（接種当日に妊娠している女性）
　詳しくは町ホームページをご覧ください。

　症　　　状 流行の時期
インフル
エンザ

⃝38度以上の発熱⃝全身症状（頭痛・関節痛・筋肉痛など）
⃝局所症状（のどの痛み・鼻水・くしゃみ・咳など）⃝急激に発症

12月から3月
（1月から2月がピーク）

風　　邪 ⃝発熱⃝局所症状（のどの痛み・鼻水・くしゃみ・咳など）
⃝比較的ゆっくり発症

年間を通じて
特に季節の変わり目など
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光南高校生応援助成金の指定書交付式
　11月28（木）、福島県立光南高校において指定書交付式を行いました。
　矢吹町と福島県立光南高等学校との連携協定に基づき、光南高校の魅力向上を更に強く図り、地域の持続的な
振興・発展に関わる人材を育成することを目的として、令和６年８月８日に「光南高校魅力化向上推進委員会」を設
立しました。
　当委員会の主要事業のひとつ
として、部活動、学力向上、地域
貢献に関する具体的な目標を定
め、継続して努力する生徒を支援
する「応援助成金」を交付するこ
ととなり、16名の生徒に指定書
を交付しました。

百歳のお祝い

白河地方広域市町村圏消防本部表彰式

東北地区社会教育委員連絡協議会より表彰

このほど、松谷甲子江さんが百歳を迎えられました。
更なるご長寿をお祈りいたします。

　今年９月に新町地内で発生した建物火災におい
て、迅速な初期消火により火災の延焼防止に寄与
されたとして、阿部智幸さん、星久さん、長尾英治さ
ん、長尾史子さんが消防協力者表彰を受賞されま
した。
　表彰式は11月22日（金）に矢吹消防署で行われ、
星久さん、長尾英治さんが出席しました。

　11月14日(木)、令和６年度東北地区社会教育研究大会（青森市民ホール）で、
東北地区社会教育委員連絡協議会より、本町社会教育委員議長の渡邉貞子さん
(曙町)が表彰されました。
　渡邉貞子議長には、平成27年より９年間にわたり本町の社会教育の推進に寄
与いただいております。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。　

松谷甲子江さん（花の里）
　　　　　　　　大正13年11月７日生まれ
長寿の秘訣：口からしっかり食事をとること。他の入所者と話して

楽しく過ごすこと。
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第12回春蘭杯

　　　　　　瀧
たき

口
ぐち

　璃
り

咲
さ

　善郷小
　　　　　　松

まつ

谷
や

　康
こう

大
だい

　善郷小
　　　　　　三

み

島
しま

木
き

愛
あい

彩
さ

　善郷小
　　　　　　内

ない

藤
とう

　一
い

颯
さ

　三神小
副議長（前半）大

おお

木
き

　心
この

華
か

　三神小
　　　　　　薄

うす

葉
ば

　紗
さ

矢
や

　中畑小
議　長（前半）鈴

すず

木
き

　唯
ゆ

愛
あ

　中畑小

　11月22日（金）、第18回目となる矢吹町子ど
も議会が役場議場で開催され、各校代表の子
ども議員20名、町長、副町長、教育長、町議会議
員、教育委員、関係課長が出席しました。
　子ども議会は、町内の小学6年生を対象に、行政や町議会の仕組みを学ぶとともに、自分た
ちが暮らす地域やまちづくりに関心を持ってもらうことを目的として開催しております。
　今回の子ども議会では、各校代表の子ども議員5名が、夏休みの期間について、中畑公園
の整備、日本三大開拓地の交換留学制度、通学路の安全面、学校施設の整備についての一般
質問を行いました。また、子ども議員以外の各校児童は、一般質問の様子を傍聴席で熱心に
聞き入っていました。

子ども議会

議　長（後半）小
こ

松
まつ

　凛
り

桜
お

　矢吹小
　　　　　　小

こ

磯
いそ

　楽
ら

々
ら

　矢吹小
　　　　　　二

に

階
かい

堂
どう

蒼
そ

良
ら

　矢吹小
　　　　　　須

す

藤
どう

　颯
そう

太
た

　善郷小
副議長（後半）高

たか

橋
はし

　瑞
みず

樹
き

　善郷小
　　　　　　百

むか

足
で

　珠
み

生
お

　善郷小
　　　　　　円

つむ

谷
らや

　　豪
ごう

　三神小

堀
ほり

井
い

　柚
ゆず

希
き

　三神小
十
じゅうもんじ

文字　凜
りん

　中畑小
大
おお

野
の

　琉
る

生
い

　中畑小
関
せき

根
ね

　唯
ゆい

華
か

　矢吹小
湯
ゆ

浅
あさ

　希
のぞ

望
む

　矢吹小
渡
わた

辺
なべ

　菜
な

月
つき

　矢吹小

◆ 令和６年度矢吹町子ども議会　子ども議員名簿 ◆ （敬称略）

優　勝　白河ＭＢＢスポーツ少年団　　　　　　　　　（白河市）

準優勝　三神ミニバスケットボールスポーツ少年団　　 （矢吹町）

第３位　泉崎ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団（泉崎村）

＜試合結果＞
（　）内は市町村名

　12月１日に、矢吹中学校体育館で女子ミニバスケットボール大会「第12回春蘭杯」が開催されました。この
大会は、三神ミニバスケットボールスポーツ少年団による第12回春蘭杯実行委員会、矢吹町スポーツ少年団
本部の主催により開催され、県内外のスポーツ少年団女子８チームが出場し大いに盛り上がりました。
　春蘭杯は６年生が出場できる最後の大会でもあり、白熱した試合が繰り広げられ、白河ＭＢＢスポーツ少
年団が優勝を飾りました。
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矢吹消防署からのお知らせ
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題を調べたこと、６次化のメリット、デメリットを
６次化に取り組んでいる農家さんに伺ったことな
どを交えながら発表しました。当初は、自分の夢
をまとめることができず苦労しましたが、先生の
アドバイスを基に修正し、本番ではしっかりと発
表することができました。この機会を通して、将来、
矢吹町で６次化が成功できるようにさらに勉学に
励みたいと思いました。

　11月12日、農業短期大学校で、農業に対する自分の夢
や提言を発表する意見発表会が開催され、各学科から選

ばれた代表学生９名が、
同級生と職員の前で 発
表を行いました。発表内
容に対して、校長先生他
8名の先生方が審査を行
いました。
　私は将来、農業の６次
化に取り組みたいと考え
ており、その将来の夢や、
６次化に必要な資格、課

円
つむ

谷
らや

　蒼
そ

空
ら

水田経営学科　１年

Vol.44

意見発表する円谷蒼空 意見発表を聞く審査委員及び学生

屋外焼却（野焼き）はやめましょう!!
　あけましておめでとうございます。本年も皆様にとって安全で実り多き一年となりますよう心よりお祈り申し上
げます。寒さが厳しくなるこの時期は、暖房器具や火の取扱いが増えるため火災のリスクが高まります。どうぞ、
「火の元確認」を日々の習慣にしていただき、ご家族と共に安心、安全な新年をお過ごしください。本年もよろしく
お願いいたします。
　さて、今回は皆様が心地よい一年を過ごせますように消防署からお願いがあります。それは「屋外焼却（野焼き）
はやめましょう!」ということです。家庭から出るごみ、畑や空き地等からでる草木、建築廃材等の屋外焼却（野焼
き）は、原則として 法律で禁止されており、罰則規定もあります。消防署には一年を通じて、屋外焼却による近隣住
民からの苦情の電話、火災と勘違いしたことによる119番通報もあり、実際に消防車がサイレンを吹鳴しながら出
動し、実施者に消火をお願いするケースもあります。屋外焼却は、煙、すす、悪臭等により近隣住民に迷惑をかける
ばかりではなく、火災の原因にもなるので絶対にやめましょう！

（根拠法令：廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第十六条の二）

※一部で屋外焼却が認められている例外（稲わら
の焼却、害虫駆除のための焼却、どんど焼き）もあ
り、その焼却を行う際には消防署への届出（火災
とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのあ
る行為の届出書）をお願いします。
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～たばこの投げ捨て防止～　喫煙マナー向上美化活動

光南高校・矢吹中学校 合同ボランティア清掃

会田病院によるボランティア清掃

　11月14日（木）、須賀川たばこ販売協同組合主催による喫煙マナー向
上美化活動が、大林児童公園周辺で実施されました。
　毎年実施しているこの活動は、「たばこの投げ捨て防止」を最重要テー
マに、喫煙マナーの普及・向上を図るため清掃活動を行うものです。
　今回の美化活動は、須賀川たばこ販売協同組合役員、町内組合員や
福島たばこ友の会の皆さん13名が参加し、たばこの吸殻や空き缶等の
ごみ拾いを行いました。

　11月15日（金）、矢吹駅周辺等において、ごみ拾い等のボラン
ティア清掃が行われ、光南高校の生徒31名、矢吹中学校の生徒
34名が合同により参加いたしました。
　校外学習の一環で、「ボランティア活動に取り組むことによ
り、奉仕の精神と郷土愛を養う。」ことを目的に実施されました。

　11月１６日（土）、公益財団法人会田病院主催によるごみ拾い
等のボランティア清掃が、駅東口や病院周辺等で実施されまし
た。
　地域貢献の一環で、町内の生活環境の向上を目的とし会田
病院職員１４名が参加され、町道及び国道４号歩道のごみ拾い
を行いました。

まちをきれいに

出場おめでとうございます
ALL JAPAN CHEER DANCE 
CHAMPIONSHIP 2024
第24回全日本チアダンス選手権大会
第24回全日本学生チアダンス選手権大会出場
◦福島県立光南高等学校　チアリーダー部
　キャプテン　渡

わたなべ

邊　陽
ひ

葵
なた

　3年　大
おお

倉
くら

　紗
さ

雪
ゆき

　3年
　　　　　　　齋

さい

藤
とう

陽
ひ

菜
な

乃
の

　3年　岡
おか

田
だ

　佳
か

奈
な

　3年
　　　　　　　大

おお

谷
や

　怜
れ

那
な

　3年　小
こい

泉
ずみ

　真
ま

子
こ

　3年
　　　　　　　瀧

たき

浪
なみ

　心
こと

音
ね

　2年　田
た

村
むら

　　凛
りん

　2年
第14回上智大学全国高校生英語弁論大会ジョン・ニッセル杯出場
◦福島県立光南高等学校
　ミルザ　サイモン　2年

第43回東北高等学校弓道選抜大会出場
◦白河旭高等学校　弓道部
　佐

さ

久
く

間
ま

　凛
りん

　2年
第37回東北高等学校剣道選抜優勝大会出場
◦白河旭高等学校　剣道部
　渡

わたなべ

邊　碧
あお

寧
ね

　2年
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神
無
月
片
目
の
ま
ま
の
達
磨
か
な

　
　
　
　
　
納
谷
一
光

鍬
の
柄
に
水
吸
は
せ
た
る
秋
日
和

　
　
　
　
　
円
谷
節
子

湯
煙
と
紅
葉
眺
め
て
喜
寿
祝

　
　
　
　
　
　
　
丹
内
マ
リ
エ

庭
の
一
輪
母
見
る
ご
と
し
返
り
花

　
　
　
　
　
後
藤
戴
子

神
々
と
あ
き
つ
群
れ
ゐ
る
古
戦
場

　
　
　
　
　
藤
田
光
徳

ゆ
っ
た
り
と
生
き
て
手
塩
の
菊
作
り

　
　
　
　
木
戸
和
男

訪
ひ
来
れ
ば
渓
の
浸
潤
初
冬
か
な

　
　
　
　
　
藤
田
ト
ヨ

矢
吹
新
樹
会

※　広報に掲載している毎月の現住人口は、県が公表す
る「福島県の推計人口」（国勢調査を基に算出）を転載
しています。

　人口と世帯　　令和６年11月１日現在の現住人口

矢吹町の

う ご き
●「誕生｣・｢結婚｣・｢お悔やみ」について、
　広報への掲載を希望されない場合は
　窓口への届出の際にお申し出ください。 (11月届出分・敬称略）

㉕

人口� 16,848人
男� 8,361人
女� 8,487人
世帯数� 6,405世帯

カルチャー情報

　地
区
公
民
館
事
業

　
　
　
　
　「
多
肉
植
物
展
」

　こ
と
ぶ
き
大
学

　
　
　
　本
講
座
の
お
知
ら
せ

《
あ
ゆ
り
館
》
の
展
示

　お
話
会

　両
会
場
の
開
催
期
間

《
ふ
る
さ
と
の
館
》
の
展
示

　移
動
図
書
館
車

　
　
　「
よ
む
よ
む
」
巡
回
日

「
さ
わ
や
か
詩
集
表
彰
式
＆

ポ
エ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」の
ご
案
内

　本
の
寄
贈

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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　雪が降る寒い日に、お腹を空かせたたぬ
きは、いいにおいのする家を見つけました。
中では、うさぎたちがおもちを焼いて食べて
います。うさぎがいなくなったすきにおもち
を食べてしまったたぬきは、見つからないよ
うに大きなおもちに化けますが…。

せなけいこ 作・絵／金の星社

『たぬきのおもち』おすすめ！

今月の絵本

　フランスに住むボドさんは、誕生日のお祝
いにへびをもらいました。へびにクリクター
という名前をつけて、子どものようにかわい
がるボドさん。ところがある日の晩、ボドさん
の家にどろぼうが押し入ってくると、クリク
ターがとびかかります。

『へびのクリクター』

　トミー・ウンゲラー 作／中野完二 訳／文化出版局

☎
42
‐
4
5
0
6

齋
藤
義
雄
　絵
画
展

「
四
季
の
風
景
を
描
く
」

　
今
月
の
展
示
は
、天
栄
村
在
住

の
齋さ
い

藤と
う

義よ
し

雄お

氏
に
よ
る
絵
画
展
で

す
。令

和
４
年
４
月
か
ら「
矢
吹
町

こ
と
ぶ
き
大
学
」で
絵
画
部
講
師

と
し
て
部
員
の
指
導
を
務
め
て
い

る
齋
藤
氏
は
、ふ
る
さ
と
の
森
で

の
個
展
開
催
は
、令
和
３
年
以
来

２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
自
衛
官
の
職
務
に
精
励
す
る
傍

ら
、40
代
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
き

始
め
、以
来
、定
年
退
官
後
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、各
公
募
展
出
品

や
個
展
開
催
な
ど
、精
力
的
に
創

作
と
発
表
の
活
動
を
重
ね
て
い
ま

す
。今

回
の
展
示
で
は
、全
国
各
地

の
風
景
を
描
い
た
油
彩
画
と
水
彩

画
の
作
品
が
合
わ
せ
て
30
点
あ
ま

り
展
示
さ
れ
ま
す
。

五
歳
児
作
品
展『
認
定
こ
ど
も
園

野
の
は
な・ひ
か
り
保
育
園
』

本
年
度
の
五
歳
児
作
品
展
の
最

後
は
、認
定
こ
ど
も
園
野
の
は
な

と
ひ
か
り
保
育
園
児
の
皆
さ
ん
の

作
品
展
で
す
。

　
園
の
行
事
や
日
常
生
活
の
中
で
、

楽
し
い
記
憶
や
思
い
出
に
残
っ
た

事
象
を
題
材
に
、あ
ど
け
な
い
感

性
が
描
く
、天
真
爛
漫
な
心
情
が

表
現
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
会
期
】　
１
月
５
日
㈰
～

�

１
月
26
日
㈰

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
企
画
展
最
終
日
は
午
後
３
時
に

閉
館
）

【
休
館
日
】　
毎
週
月
曜
日

【
入
場
料
】　
無
料

☎
42
‐
2
8
2
9

町
内
の
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
多
肉
植
物
展
で
す
。

多
肉
植
物
は
、種
類
が
豊
富
で

愛
ら
し
く
、年
間
を
通
し
て
楽
し

め
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】　
１
月
26
日
㈰
ま
で

【
場
所
】　
K
O
K
O
T
T
O

�

町
民
交
流
ホ
ー
ル

【
開
館
時
間
】

（
月
～
土
）午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
日
・
祝
）午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
休
館
日
】　
１
月
20
日
㈪

【
日
時
】　
１
月
21
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
～

【
場
所
】　
矢
吹
町
複
合
施
設

�

K
O
K
O
T
T
O
ホ
ー
ル

【
内
容
】

「
福
島
財
務
事
務
所
出
前
講
座
」

福
島
財
務
事
務
所
よ
り
講
師
を

お
迎
え
し
、お
金
に
ま
つ
わ
る
犯
罪

防
止
に
つ
い
て
、講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

☎
44
‐
3
5
9
5

今
年
度
の
ポ
エ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、「
お
と
と
も
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」

の
方
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。受

賞
作
品
朗
読
の
あ
と
、バ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
、ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】　
１
月
26
日
㈰
　

　
　
　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

【
会
場
】　
町
文
化
セ
ン
タ
ー大

ホ
ー
ル

お
話
会
の
時
間
は
約
30
分
程
度

で
す
。随
時
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

「
な
か
よ
し
お
は
な
し
会
」

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
を
対
象

に
お
話
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】　
１
月
11
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
　

【
テ
ー
マ
】　

「
わ
ら
え
る
お
は
な
し
」

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
２
階

�

　
会
議
室

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」の

�

お
は
な
し
会

【
日
時
】　
１
月
23
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
　

【
対
象
者
】　

　
０
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
２
階
　

会
議
室

【
日
時
】　

１
月
９
日
㈭
　
野
の
は
な

　
　
　
　
　
　
三
神
小
学
校

　
　
14
日
㈫
　
ひ
か
り
保
育
園

　
　
　
　
　
　
中
畑
小
学
校

　
　
15
日
㈬
　
善
郷
小
学
校

　
　
22
日
㈬
　
矢
吹
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
矢
吹
小
学
校

　
　
岡
嶋
　
和
弘
　
様

㉔

PDF版「広報やぶき」の「矢吹町のうごき」欄では、
個人名の掲載を控えさせていただいておりますので、
ご了承ください。



ふくしま駅伝

〒969‒0296 福島県西白河郡矢吹町一本木101　
TEL 0248（42）2117 ／ FAX 0248（42）2587
E-Mail　soumu@town.yabuki.fukushima.jp

Facebook
公式アカウント

矢吹町役場 総務課

矢吹町 検  索 www.town.yabuki.fukushima.jp

YouTube
公式チャンネル ＬＩＮＥ

印刷／矢吹タイムス印刷

古紙パルプ配合率60%再生紙を使用しています
環境にやさしい植物油インキを使って印刷しています

スマートフォンアプリ
でも「広報やぶき」を
ご覧になれます

　宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」を読んでかいた作品
です。主人公が、銀河鉄道を想像しているところをど
う表すか工夫しました。電車を遠近法でかくのが難し
かったです。
　好きな教科は、算数・国語・体育・家庭科ですが、
中でも家庭科で料理を作るのが１番好きです。将来は
ウエディングプランナーになりたいです。

関
せき

根
ね

　唯
ゆい

華
か

さん
(矢吹小学校6年)

作品名 「想像の銀河」

作品について一言

今月のやぶきっ子

夫婦でタスキリレー夫婦でタスキリレー
(11区柳沼理恵選手→12区柳沼順朝選手)(11区柳沼理恵選手→12区柳沼順朝選手)

4区長尾選手→5区溝井選手4区長尾選手→5区溝井選手
へのタスキリレーへのタスキリレー

解団式での町旗返還

16区ゴールする市ノ渡選手

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

写真提供：大塩浩晃様写真提供：大塩浩晃様


